
9 月 30 日　中央小学校 全校稲刈り



歳入総額

41億3665万円
ま
ち
の
家
計
簿

平
成
27
年
度
決
算
報
告
か
ら
見
る

■
一
般
会
計
の
決
算

　

み
な
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ

い
た
町
民
税
や
固
定
資
産
税
、
国

や
道
か
ら
の
交
付
金
な
ど
は
、
私

た
ち
の
生
活
を
よ
り
よ
く
す
る
た

め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

決
算
は
、
町
に
ど
の
く
ら
い
の

収
入
（
歳
入
）
が
あ
り
、
そ
し
て

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
（
歳

出
）
を
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
た

も
の
で
す
。

　

み
な
さ
ん
の
生
活
に
最
も
関
わ

り
の
深
い
一
般
会
計
を
中
心
に
、

図
や
表
を
使
い
な
が
ら
そ
の
概
要

を
説
明
し
ま
す
。

■
平
成
27
年
度
決
算
の
概
要

　

平
成
27
年
度
の
一
般
会
計
と

特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
決
算
額

は
、歳
入
が
58
億
９
１
０
１
万
円
、

歳
出
が
56
億
４
３
８
１
万
円
で
、

２
億
４
７
２
０
万
円
の
黒
字
決
算

に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
と
比
べ
る
と
、
歳

入
が
３
・
５
％
増（
２
億
１
７
３
万

円
）、
歳
出
が
５
・
３
％
増
（
２
億

８
３
２
７
万
円
）
で
、
町
税
収
入

が
減
収
と
な
っ
て
い
る
中
、
健
全

な
財
政
運
営
が
で
き
た
も
の
と
い

え
ま
す
。

（単位：千円）■歳入の状況
区分 平成27年度 平成26年度 比較 説明

町 税 313,996 318,237 -4,241
町民税や固定資産税、軽自
動車税などの町税

地方譲与税 55,398 53,073 2,325
自動車重量税などが一定の
算式により譲与

利子割交付金 530 662 -132
預金利子にかかる税金が一
定の算式により交付

配当割交付金 1,070 1,410 -340
15年度の税制改正により新
設、一定の算式により交付

株式等譲渡所
得 割 交 付 金

895 758 137
15年度の税制改正により新
設、一定の算式により交付

地方消費税
交 付 金

76,369 46,073 30,296
消費税の一部が一定の算式
により交付

自動車取得税
交 付 金

8,281 6,483 1,798
自動車取得税が一定の算式
により交付

地 方 特 例
交 付 金

1,477 1,433 44
住宅借入金等特別控除の実
施に伴う減収分などが交付

地方交付税 1,776,352 1,714,921 61,431
一定の算式により計算され
た収支の不足分が交付

交通安全対策
特別交付金

986 883 103
道路交通法による反則金が
一定の算式により交付

分担金及び
負 担 金

15,656 17,034 -1,378
老人ホーム費用や保育料な
どの徴収金

使用料及び
手 数 料

495,708 479,842 15,866
町立診療所などの使用料、
住民票発行などの手数料

国庫支出金 334,886 398,829 -63,943
施設の整備などに対して支
出される国からの補助金

道 支 出 金 244,660 145,476 99,184
道が行うべき事務への委託
金や道の政策による補助金

財 産 収 入 14,521 9,322 5,199
町が所有する建物の貸付収
入や預金利子など

寄 附 金 4,335 8,990 -4,655
町民や企業などからの善意
により町に寄附されたもの

繰 入 金 65,423 44,135 21,288
町の基金（貯金）を取り崩
したものなど

繰 越 金 147,823 97,692 50,131
前年度会計の歳入から歳出
を差し引いたもの

諸 収 入 105,302 138,869 -33,567
コピー代金や町有林間伐材
売払収入など

町 債 472,984 475,831 -2,847
公共事業を行う際などに国
などから借り入れる借金

合 計 4,136,652 3,959,953 176,699

　

平
成
27
年
度
一
般
会
計
の
歳
入

総
額
は
、
41
億
３
６
６
５
万
２
千

円
で
、
昨
年
よ
り
１
億
７
６
６
９

万
９
千
円
多
く
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
が
増
加
し
た
要
因
は
、
農

業
に
関
す
る
道
支
出
金
（
日
本
型

直
接
支
払
事
業
補
助
金
、
経
営
体

育
成
支
援
事
業
）
な
ど
が
増
加
し

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
本
町
の
歳
入
は
約
72
％

を
国
な
ど
か
ら
の
交
付
金
等
で
ま

か
な
っ
て
お
り
、
う
ち
地
方
交
付

税
が
約
43
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

ま
ち
が
実
施
し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
が
納
め
る
税
金
や
国
・

道
か
ら
の
支
出
金
な
ど
を
基
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
み
な
さ
ん
の
生
活
の
た
め
に
ど
の
よ

う
に
活
用
さ
れ
た
の
か
、
平
成
27
年
度
決
算
の

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

歳 

入
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歳
出
総
額
は
、
39
億
２
７
８
３

万
２
千
円
で
、
昨
年
よ
り
２
億

３
７
７
０
万
１
千
円
増
加
し
ま
し

た
。

　

目
的
別
の
内
訳
を
見
る
と
、
総

務
費
が
約
23
％
と
最
も
多
く
、
次

い
で
衛
生
費
約
19
％
、
民
生
費
約

15
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
大
き
く
増
加
し
た
の

は
、
総
務
費
、
農
林
業
費
、
土
木

費
、
教
育
費
で
す
。

　

比
布
駅
改
築
や
社
会
保
障
・
税

番
号
制
度
シ
ス
テ
ム
整
備
、
農
業

に
関
す
る
日
本
型
直
接
支
払
事
業

補
助
金
な
ど
の
ほ
か
、
西
町
駅
前

■目的別歳出の状況 （単位：千円）（単位：千円、％）■性質別歳出の状況
区分 平成27年度 平成26年度 比較 説明

議 会 費 40,403 42,164 -1,761
議員報酬や「議会だより」な
ど議会運営に関する経費

総 務 費 911,385 763,311 148,074
職員給与や役場庁舎管理、
住民票、広報紙などの経費

民 生 費 576,959 621,998 -45,039
老人福祉や児童福祉、国民年
金など福祉に関する経費

衛 生 費 733,729 733,120 609
総合健康診査やごみ、し尿処
理などに関する経費

労 働 費 46 44 2
労働相談事業などの労働対
策に関する経費

農 林 業 費 271,423 179,215 92,208
農林業の振興や遊湯ぴっぷ
などに関する経費

商 工 費 142,573 127,029 15,544
七夕天国や商工業の振興対
策に関する経費

土 木 費 541,663 504,929 36,734
町道や公営住宅、除排雪な
どに関する経費

消 防 費 149,310 205,051 -55,741
消防活動に必要な経費を大
雪消防組合に支出

教 育 費 215,022 188,282 26,740
小中学校や体育館、図書館
などに関する経費

災害復旧費 3,832 1,489 2,343
台風などによる被害復旧に
関する経費

公 債 費 341,487 323,499 17,988
公共施設を建設する際など
に借入れた借金の返済金

合 計 3,927,832 3,690,131 237,701

区分
平成27年度 平成26年度 比較

決算額 構成比 決算額 構成比 増減 増減率

消
費
的
経
費

人 件 費 598,810 15.2 596,100 16.2 2,710 0.5

物 件 費 1,143,361 29.1 1,089,746 29.5 53,615 4.9

補 助 費 等 619,814 15.8 634,468 17.2 -14,654 -2.3

そ の 他 231,631 5.9 219,951 6.0 11,680 5.3

計 2,593,616 66.0 2,540,265 68.9 53,351 2.1

投
資
的
経
費

普通建設事業費 402,813 10.3 311,439 8.4 91,374 29.3

そ の 他 3,832 0.1 1,489 0.0 2,343 157.4

計 406,645 10.4 312,928 8.4 93,717 29.9

そ
の
他

公 債 費 346,007 8.8 327,210 8.9 18,797 5.7

繰 出 金 371,232 9.5 359,868 9.7 11,364 3.2

そ の 他 210,332 5.3 149,860 4.1 60,472 40.4

計 927,571 23.6 836,938 22.7 90,633 10.8

合 計 3,927,832 100.0 3,690,131 100.0 237,701 6.3

歳出総額

39億2783万円
歳 

出

用語解説
◆一般会計

　町の基本的活動を遂行するために必要な経費やその

収入を経理する会計です。

◆特別会計

　特定の事業や特定の収入に基づいた事業を行う場合、

その事業に係る経理を他の会計と区別する必要がある

ときに条例や法律に基づいて設置する会計です。

◆自主財源

　町が自主的に収入することができる財源です。町税、

使用料・手数料などが自主財源にあたります。

◆依存財源

　国や北海道から交付される財源です。地方交付税、

国庫支出金、町債（借金）などが依存財源にあたります。

■特別会計
　の決算

（単位：千円）

区分 歳入 歳出 差引

国民健康保険 667,689 666,010 1,679

後期高齢者医療 61,118 61,096 22

介護保険 564,666 550,699 13,967

観光事業 112,934 95,851 17,083

簡易水道事業 240,360 238,337 2,023

公共下水道事業 107,590 103,982 3,608

団
地
の
建
設
と
く
る
み
団
地

の
解
体
、
道
路
維
持
の
工
事

な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
中
学
校
の
備
品
購

入
、
多
目
的
室
内
運
動
場
及

び
体
育
館
・
改
善
セ
ン
タ
ー

の
整
備
な
ど
で
も
増
加
し
て

い
ま
す
。

　

性
質
別
で
は
、
物
件
費
約

29
％
と
最
も
多
く
、
次
い
で

補
助
費
等
約
16
％
、
人
件
費

約
15
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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■高齢者事業団　
　中町１丁目1-15　☎ 85-2050
□会員
内容 / 清掃業務・農作業全般作業員　
場所 / 町内
勤務 /8:00 ～ 17:00　
資格 / おおむね60歳以上

■㈱辻商会 比布営業所　
　北１線４号　☎ 58-9111
□正社員
内容 /自動車の解体、部品の仕分け
勤務 /8:30 ～ 17:30　
資格 / 要普免

■町立ぴっぷクリニック　
　中町１丁目2-10　☎ 85-2222
□看護師・准看護師
内容 / 医師の診察補助など
勤務 /シフト制　
資格 / 看護師・准看護師資格
□看護助手
内容 /医師・看護師の看護補助など
勤務 /8：30～17：15
　　（木・土曜は8：30～12：30）
資格 / 介護職初任者研修修了者が望
ましい

■求人のある事業所を募集してい

ます。

　町では、町内の事業所または町

内で勤務する正社員やパート・ア

ルバイトなど従業員を募集してい

る事業所の求人募集案内を公共機

関に掲示し

ています。

 掲示には申

し込みが必

要 で す。 求

人のある事

業 所 は、 役

場産業振興

課商工労働

係にご連絡

ください。

町民１人当たりが負担したお金

　＝  81,260 円

町民１人当たりに使われたお金

　＝ 1,016,519円

　

町
が
大
規
模
な
事
業
を
行
う
場

合
は
、
国
・
北
海
道
の
補
助
（
１

／
２
～
１
／
３
程
度
）
を
受
け
た

場
合
で
も
、
残
り
の
額
を
そ
の
年

の
町
の
自
主
財
源
で
す
べ
て
支
払

う
こ
と
は
不
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
町
民
が
長
期
間
に
わ

た
っ
て
利
用
す
る
施
設
は
、
そ
れ

を
利
用
す
る
後
世
代
の
町
民
が
借

入
金
償
還
と
い
う
形
で
少
し
ず
つ

負
担
し
て
い
く
と
い
う
方
が
理
に

か
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
単
年
度
の
財
源
不
足

を
地
方
債
＝
町
債
（
借
金
）
で
補

う
方
法
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　

比
布
町
の
町
債
は
、
平
成
27
年

度
末
残
高
を
み
る
と
一
般
会
計
で

37
億
８
６
２
９
万
円
、
全
会
計
の

合
計
は
49
億
５
４
１
５
万
円
と
な

り
ま
す
。

　

地
方
債
を
活
用
し
て
施
設
の
整

備
を
行
う
こ
と
も
大
切
で
す
が
、

過
度
に
地
方
債
に
依
存
す
る
こ
と

は
、
町
財
政
の
健
全
性
を
損
な
う

こ
と
に
な
る
の
で
、
財
政
運
営
を

考
慮
し
な
が
ら
事
業
を
実
施
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

平成 27 年度末合計

22 億 8533 万円

■
町
債
（
借
金
）
の
現
状

■
基
金
（
貯
金
）
の
現
状

平成 27 年度末　町債残高

町税総額３億1,399万円÷人口3,864人※

歳出総額39億2,783万円÷人口3,864人※

※人口は本年３月末現在住民基本台帳等登録数

町内事業所の求人募集情報をお知らせします。求人募集情報は町図書館玄関、農村環境改善

センターロビー、比布駅で掲示しています。

■問い合わせ■　役場産業振興課商工労働係　☎ 85-4806求人募集
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財政健全化法に基づく

比布町の「健全化判断比率等」を公表します

平成 27 年度決算に基づく比布町の４指標、公営企業の経営状況は、いずれも国の基準を下回り健全団体

となっていますが、国からの交付税の動向によっては指標が悪化するおそれがあるため、引き続き慎重な

財政運営を行っていきます。

比布町の算定結果は？

■４指標で判断します
①実質赤字比率

〔一般会計等を対象とした実質赤字の標準財政規模※

に対する比率〕

※標準財政規模～町の標準的な一般財源の収入額

②連結実質赤字比率

〔特別会計を含めたすべての会計を対象とした実質赤

字の標準財政規模に対する比率〕

比布町の場合、①、②はいずれも黒字のため、赤字比

率は発生しません。

③実質公債費比率

〔一般会計等が負担する元利償還金等の標準財政規模

に対する比率〕

比布町の場合、実質公債費比率は 9.2％で、国の基準

を下回っています。

④将来負担比率

〔一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財

政規模に対する比率〕

比布町の場合、将来負担比率は、国の基準を下回って

います。なお、マイナス値のため、「－」として記載

しています。

　４指標のうち１つでも国が定める基準を超えた

場合は「早期健全化団体」、「財政再生団体」となり、

それぞれ計画を作成し、財政の健全化を図ること

になります。

※１　早期健全化団体

　～国が定める早期健全化基準を超えた場合、「財

　　政健全化計画」を定め、この計画に沿って、

　　自主的な財政の健全化を図ります。

※２　財政再生団体

　～国が定める財政再生基準を超えた場合、「財

　　政再生計画」を定め、この計画に沿って、国

　　等の関与による財政の健全化を図ります。

● 財政健全化法とは ●

　平成 19 年６月に「地方公共団体の財政の健全化

に関する法律」が、地方自治体財政の「早期健全

化及び財政の再生並びに公営企業の経営の健全化」

を目的として公布されました。 

　この法律で、地方公共団体は、国の算定基準に

基づき、財政の健全性を判断する４つの指標（以下、

４指標という）と、公営企業の経営状況を明らか

にする指標を公表することが義務づけられました。

　これまでの方法の場合、単年度のみの数値だっ

たため、今は良くても将来的に財政が健全なのか

どうかはわかりませんでした。

　この指標により、将来を含めた町の財政状況や、公

営企業会計の経営状況を確認することができます。

●公営企業の経営状況 ( 資金不足比率 )

●本町の４指標と国の基準

■資金不足比率
〔各公営企業の資金不足額の事業規模に対する比率〕

比布町は各事業とも資金不足額がないため、資金不足

比率は発生しません。

■問い合わせ■役場総務企画課庶務係　☎８５‐４８０１
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「
比
布
町
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
及
び
条
例
施
行
規
則
」
に
基
づ
き
、

職
員
の
給
与
や
勤
務
条
件
な
ど
の
人
事
行
政
の
運
営
状
況
を
次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

な
お
、
平
成
27
年
度
比
布
町
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
、
役
場

総
務
企
画
課
庶
務
係
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
■
役
場
総
務
企
画
課
庶
務
係　

☎
８
５
‐
４
８
０
１

平
成
27
年
度
町
職
員
の
給
与

勤
務
条
件
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

6 November 2016　広報ぴっぷ
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匠TAKUMI

あ
ん
ぜ
ん
な

ゲ
レ
ン
デ
ま
も
る

リ
フ
ト
マ
ン

我
が
町
の
シ
ン
ボ
ル
、
ぴ
っ

ぷ
ス
キ
ー
場
。
上
質
な
パ

ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
に
加
え
、
初
心
者

か
ら
上
級
者
ま
で
が
楽
し
め
る
９

つ
の
コ
ー
ス
が
自
慢
。
そ
ん
な
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊
か
な
コ
ー
ス
を

支
え
る
も
の
が
４
本
の
索
道
「
リ

フ
ト
」
で
あ
る
。

　

リ
フ
ト
は
、
数
百
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
長
い
ワ
イ
ヤ
ー
に
搬
器
と

い
わ
れ
る
イ
ス
が
び
っ
し
り
と
取

り
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

電
力
で
ギ
ア
を
回
し
、
ワ
イ

ヤ
ー
を
引
っ
張
る
こ
と
で
、
搬
器

に
乗
っ
た
お
客
さ
ん
を
目
的
地
ま

で
運
ぶ
。
お
客
さ
ん
の
高
ぶ
る
気

持
ち
と
大
切
な
命
を
乗
せ
て
動
く

リ
フ
ト
。
そ
れ
ゆ
え
運
転
だ
け
で

な
く
、
設
備
の
整
備
に
は
細
心
の

注
意
が
払
わ
れ
る
。

　

秋
は
ス
キ
ー
場
の
オ
ー
プ
ン
に

向
け
、
リ
フ
ト
を
整
備
し
、
冬
は

索
道
員
と
し
て
リ
フ
ト
を
運
転
す

る
。
利
用
客
の
安
全
と
安
心
を
守

る
た
め
、
妥
協
を
許
さ
ぬ
男
た
ち

が
こ
こ
に
い
る
。

8 November 2016　広報ぴっぷ



ス
キ
ー
場
を
支
え
る
リ
フ
ト

　

ぴ
っ
ぷ
ス
キ
ー
場
に
は
４
基
の

リ
フ
ト
が
あ
る
。
中
で
も
、
第
２

ペ
ア
パ
ラ
レ
ル
リ
フ
ト
は
Ａ
線
と

Ｂ
線
の
２
本
の
リ
フ
ト
に
よ
っ
て

成
り
立
っ
て
お
り
、搬
器
（
イ
ス
）

の
数
も
１
８
０
台
と
一
番
多
い
。

ま
た
、
降
り
場
が
山
の
中
腹
付
近

に
あ
り
、
標
高
も
さ
ほ
ど
高
く
な

い
場
所
か
ら
滑
り
降
り
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
、
初
心
者
や
家
族
連

れ
の
利
用
客
に
人
気
が
あ
る
リ
フ

ト
だ
。
ナ
イ
タ
ー
営
業
期
間
中
に

唯
一
運
行
す
る
た
め
、
最
も
多
く

点
検
・
検
査
は
人
の
目
で

　

搬
器
に
異
状
が
な
い
か
、
取
り

付
け
前
に
は
人
の
目
で
確
認
さ
れ

る
。こ
れ
も
重
要
な
作
業
の
一
つ
。

リ 

フ 

ト

距
離

搬
器
数

第
２
ペ
ア

パ
ラ
レ
ル
リ
フ
ト

617 ｍ

180 台

第
３

パ
ラ
レ
ル
リ
フ
ト

440 ｍ

82 台

第
４

ロ
ー
プ
リ
フ
ト

150 ｍ

0 台

第
６
ペ
ア
リ
フ
ト

1,181 ｍ

172 台

の
人
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

リ
フ
ト
に
加
え
て
、
山
麓
か
ら
山

頂
ま
で
一
本
で
延
び
る
最
も
長
い

第
６
ペ
ア
リ
フ
ト
が
、
ぴ
っ
ぷ
ス

キ
ー
場
の
メ
イ
ン
リ
フ
ト
と
な
っ

て
い
る
。

リ
フ
ト
が
動
く
ま
で

　

ス
キ
ー
場
の
営
業
は
、
リ
フ
ト

の
安
全
な
運
行
に
か
か
っ
て
い

る
。
た
く
さ
ん
の
人
を
乗
せ
て
高

所
を
動
く
リ
フ
ト
は
、
不
備
が
あ

れ
ば
、
重
大
な
事
故
に
繋
が
り
か

ね
な
い
。
利
用
客
が
安
心
し
て
ゲ

レ
ン
デ
を
楽
し
め
る
よ
う
に
、
リ

フ
ト
全
体
の
整
備
や
点
検
が
と
て

も
重
要
と
な
る
。

人
の
命
を
乗
せ
る
搬
器

取
り
付
け
作
業
は
人
の
手
で

　

４
０
０
台
を
超
え
る
搬
器
。
そ

の
全
て
が
機
械
で
は
な
く
、
人
の

手
に
よ
っ
て
取
り
付
け
ら
れ
て
い

る
。
鉄
製
の
重
い
搬
器
は
持
ち
上

げ
る
だ
け
で
も
重
労
働
。
作
業
員

数
人
で
持
ち
上
げ
て
ワ
イ
ヤ
ー
に

か
け
、
専
用
の
工
具
を
使
い
、
一

台
ず
つ
慎
重
に
取
り
付
け
る
。

　　

搬
器
と
繋
が
っ
て
い
る
ワ
イ

ヤ
ー
は
た
っ
た
の
一
本
。
す
な
わ

ち
、
こ
の
ワ
イ
ヤ
ー
は
「
命
綱
」

と
い
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
扱
い
に

は
細
心
の
注
意
が
必
要
だ
。

　

搬
器
を
ワ
イ
ヤ
ー
に
取
り
付
け

る
際
に
は
、
ス
プ
リ
ン
グ
ケ
ー
ス

と
い
う
７
枚
の
バ
ネ
が
内
蔵
さ
れ

た
部
品
を
使
う
。
こ
れ
を
専
用
の

工
具
で
締
め
、
ワ
イ
ヤ
ー
に
規
定

の
圧
力
を
か
け
る
こ
と
で
、
搬
器

を
ワ
イ
ヤ
ー
に
固
定
さ
せ
る
。
こ

こ
で
、
締
め
具
合
が
弱
い
と
、
ワ

イ
ヤ
ー
か
ら
搬
器
が
外
れ
て
し
ま

う
し
、
逆
に
強
す
ぎ
て
も
、
ワ
イ

ヤ
ー
を
傷
め
る
。
搬
器
の
取
り
付

け
は
繊
細
な
作
業
で
あ
る
。

リ
フ
ト
の
整
備
作
業
の
流
れ

① 

電
気
設
備
や
支
柱
の
点
検　

　
　

◀

② 

不
具
合
箇
所
の
整
備
・
部
品　
　

　

 

の
交
換

　
　

◀

③ 

試
験
運
転

　
　

◀

④ 

搬
器
（
イ
ス
）
の
取
り
付
け

　
　

◀

⑤ 

法
定
検
査
（
制
動
試
験
な
ど
）

　
　

◀

⑥ 

運
輸
局
に
運
転 （
営
業
）
の

     

許
可
を
申
請

　
　

◀

⑦ 

許
可
が
下
り
る

　
　

◀

⑧ 

運
転
（
営
業
）
開
始

ボルトは緩んでいないか？

パイプに亀裂はないか？

溶接部分がサビて
劣化していないか？

番号プレートは
落ちていないか？

　

搬
器
の
点
検
が
終
わ
る
と
次
は
、

制
動
試
験
。リ
フ
ト
の
乗
降
時
、乗

客
に
危
険
が
せ
ま
っ
た
と
き
な
ど

は
リ
フ
ト
の
運
転
を
緊
急
停
止
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ
こ
で
、

制
動
試
験
で
は
運
転
室
で
停
止
の

ス
イ
ッ
チ
を
押
し
て
か
ら
、
実
際

に
リ
フ
ト
が
止
ま
る
ま
で
の
時
間

や
距
離
を
計
測
す
る
。
そ
の
結
果

に
応
じ
て
機
械
を
調
整
し
、
鉄
道

事
業
法
で
定
め
ら
れ
た
厳
し
い
基

準
値
に
合
わ
せ
る
。
こ
の
制
動
試

験
を
は
じ
め
、
リ
フ
ト
は
鉄
道
事

業
法
に
則
り
、
様
々
な
法
定
検
査

を
行
い
、
安
全
に
努
め
て
い
る
。

制動試験の様子。乗客
に見立てた 120kg の重
りをのせ、試験を行う。

よし。しっかり固
定されているぞ。

取り付け完了！

⑤
最
後
の
確
認
を
す
る
。

職人の目！

④
ロ
ッ
ク
ナ
ッ
ト
と
呼
ば
れ

る
部
品
を
締
め
て
、
ス
プ
リ

ン
グ
ケ
ー
ス
の
緩
み
を
防
ぐ
。

スプリングケース

③
ス
プ
リ
ン
グ
ケ
ー

ス
を
専
用
の
工
具
で

締
め
て
、
ワ
イ
ヤ
ー

に
搬
器
を
固
定
す
る
。

②
グ
リ
ス
（
油
）
を
注

し
、
清
潔
に
し
て
サ
ビ

を
防
ぐ
。

①搬器をワイヤーの上
に乗せて…

ガチャ

シュッ

ギュッ！カンカン！

がっちり
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一
．
索
道
員
の
正
体

　

ぴ
っ
ぷ
ス
キ
ー
場
を
支
え
る
従

業
員
の
ほ
と
ん
ど
は
農
業
を
営
む

方
々
。
春
か
ら
秋
ま
で
は
農
業
に

従
事
し
、
冬
は
ス
キ
ー
場
の
ス

タ
ッ
フ
と
な
る
。
現
在
、
従
業
員

は
25
人
い
る
が
、
中
で
も
、
リ
フ

ト
の
整
備
な
ど
、
オ
ー
プ
ン
に
向

け
た
準
備
か
ら
携
わ
っ
て
い
る
索

道
員
が
本
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

る
８
人
の
男
た
ち
だ
。
彼
ら
は
10

月
か
ら
３
月
ま
で
の
約
６
か
月

間
、
ス
キ
ー
場
で
汗
を
流
す
。

二
．
男
た
ち
の
胸
中

 

「
リ
フ
ト
の
整
備
に
は
、
も
ち
ろ

ん
、
万
全
を
尽
く
し
ま
す
。
そ
れ

で
も
、
ス
キ
ー
場
が
オ
ー
プ
ン
し

て
一
か
月
ぐ
ら
い
は
、
事
故
と
か

機
械
の
不
具
合
が
起
き
な
い
か
、

内
心
緊
張
し
て
い
ま
す
」
と
話
す

索
道
員
。「
人
を
乗
せ
る
の
で
、

い
く
ら
点
検
し
て
も
正
直
、
心
配

な
ん
だ
よ
ね
」
と
胸
中
を
語
っ
て

く
れ
た
。
そ
の
言
葉
か
ら
、
人
の

命
を
預
か
る
と
い
う
責
任
感
と
緊

張
感
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

四
．
陰
の
立
役
者

　

今
回
紹
介
し
た
リ
フ
ト
整
備
・

運
転
す
る
索
道
員
の
他
に
も
、
ス

キ
ー
場
を
支
え
る
人
は
た
く
さ
ん

い
る
。
最
高
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

の
ゲ
レ
ン
デ
を
楽
し
ん
で
も
ら
う

た
め
に
、
圧
雪
車
を
運
転
し
て
、

雪
面
を
整
え
る
運
転
手
。
負
傷
し

た
お
客
さ
ん
を
救
助
す
る
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
員
な
ど
―
。

　

ゲ
レ
ン
デ
を
楽
し
む
お
客
さ
ん

の
安
全
と
笑
顔
は
、
彼
ら
に
よ
っ

て
守
ら
れ
て
い
る
。

三
．
安
全
を
第
一
に

　

整
備
作
業
の
前
に
は
作
業
員
全

員
が
集
ま
っ
て
、
必
ず
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
行
い
、
そ
こ
で
作
業
の
内

容
や
手
順
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合

う
。
特
に
、
高
所
作
業
を
行
う
時

は
、
け
が
や
事
故
の
危
険
が
伴
う

た
め
、
経
験
豊
富
な
ベ
テ
ラ
ン
索

道
員
を
中
心
に
注
意
す
べ
き
作
業

な
ど
を
念
入
り
に
確
認
す
る
。
作

業
を
す
る
自
分
た
ち
の
安
全
を
守

る
こ
と
が
、
お
客
さ
ん
の
安
全
を

守
る
こ
と
に
繋
が
る
。

利
用
客
の
あ
ん
ぜ
ん
を
ま
も
る
男
た
ち

奥山 勝弘さん（１５区）上西 克則さん（５区）菅原 宏泰さん（１２区）武井 晋司さん（１９区）

安田　渉さん（１５区）奥野　薫さん（緑町）小柳 岳宏さん（１７区）太田 直樹さん（北町）



君
の
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
い
う
気
持
ち
を
持
っ
て
プ
レ
ー

す
る
こ
と
で
、
優
位
な
試
合
運
び

が
で
き
る
」と
ア
ド
バ
イ
ス
。「
一

球
一
球
を
意
識
し
て
練
習
す
る
こ

と
」
と
目
的
を
持
っ
て
練
習
に
取

り
組
む
こ
と
の
大
切
さ
を
話
し
ま

し
た
。

　

同
部
の
山
口
颯
太
朗
部
長
（
２

年
）
は
、「
基
礎
が
し
っ
か
り
な

い
と
成
り
立
た
な
い
こ
と
を
痛
感

し
ま
し
た
。
ス
ト
ロ
ー
ク
一
つ
を

と
っ
て
も
、
動
作
そ
れ
ぞ
れ
に
意

味
が
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
。
試
合
中
の
動
き
だ
け
で
は
な

く
、
ウ
ォ
ー
ム
ア
ッ
プ
や
ク
ー
ル

ダ
ウ
ン
も
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま

し
た
」
と
話
し
、「
今
後
は
練
習

か
ら
動
作
を
意
識
し
て
取
り
組
み

た
い
。
そ
し
て
、
一
人
ひ
と
り
が

し
っ
か
り
チ
ー
ム
に
貢
献
で
き
る

よ
う
に
努
力
し
て
い
く
こ
と
で
強

い
チ
ー
ム
に
な
る
と
思
い
ま
す
」

と
今
後
の
目
標
を
力
強
く
述
べ
ま

し
た
。

９
月
17
日
、
中
学
生
を
応
援
す
る
君
の
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
員
が
、
実
業
団
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
㈱
の
選
手
か
ら
技
術
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
員
23
人
を
対

象
に
し
た
君
の
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
９
月
17
日
、
い
ち
ご
ア
リ
ー
ナ

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
実
業
団
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
株

式
会
社
で
活
躍
す
る
森
田
裕
哉
選

手
が
来
町
し
、
２
日
間
に
わ
た
り

部
員
た
ち
を
指
導
し
ま
し
た
。

　

森
田
選
手
は
技
術
だ
け
で
は
な

く
、
ウ
ォ
ー
ム
ア
ッ
プ
か
ら
練
習

後
の
ス
ト
レ
ッ
チ
ま
で
丁
寧
に
指

導
。
部
員
た
ち
の
質
問
に
も
一
つ

一
つ
答
え
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
勝
利
の
秘ひ

訣け
つ

を
伝

授
。「
中
学
生
の
試
合
は
、
お
互

い
の
ミ
ス
に
よ
っ
て
失
点
し
、
試

合
が
進
み
が
ち
に
な
る
。
い
か
に

し
て
自
分
の
ミ
ス
を
減
ら
す
か
が

勝
敗
を
大
き
く
左
右
す
る
」
と
い

い
、「
他
の
競
技
と
大
き
く
違
う

と
こ
ろ
は
、
た
っ
た
の
４
点
で
１

セ
ッ
ト
が
終
わ
る
こ
と
。
相
手
が

誰
で
あ
れ
、
先
に
攻
め
る
、
先
に

仕
掛
け
る
と
い
う
『
先
手
必
勝
』
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
高
齢
者
の
総
合
相
談
窓
口
で
す

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
役
場
保
健
福
祉
課
内
）
☎
８
５
‐
２
１
１
２
（
直
通
）

■
認
知
症
は
ご
く
身
近
な
病
気
で
す

　

日
本
の
認
知
症
患
者
数
は

２
０
１
２
年
で
約
４
６
２
万
人
、

65
歳
以
上
の
約
７
人
に
１
人
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
超
高
齢
社

会
の
進
展
に
伴
い
、
２
０
２
５
年

に
は
約
７
０
０
万
人
、
65
歳
以
上

の
5
人
に
１
人
が
認
知
症
に
な
る

と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
認
知
症
は
身
近
な

病
気
で
す
。
い
つ
ま
で
も
自
立
し

た
生
活
を
送
る
た
め
に
、
認
知
症

予
防
が
大
切
で
す
。

■
自
立
生
活
が
困
難
に
…

　

認
知
症
は
脳
の
神
経
障
害
に
よ

り
、
記
憶
力
、
判
断
力
、
理
解
力

な
ど
の
「
認
知
機
能
」
が
徐
々
に

低
下
し
、
日
常
生
活
に
支
障
を
き

た
す
病
気
で
す
。
老
化
に
よ
る
も

の
忘
れ
と
は
違
い
、
理
解
す
る
力

や
判
断
す
る
力
も
低
下
し
て
い

き
、
日
常
生
活
、
社
会
生
活
で
で

き
な
い
こ
と
が
増
え
、
自
立
し
た

生
活
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
き
ま

す
。

■
運
動
習
慣
は
認
知
症
予
防
の
効

果
が
期
待
さ
れ
る

　

認
知
症
は
、
①
脳
の
萎
縮
に
よ

る
も
の 

②
脳
卒
中
後
遺
症
に
よ

る
も
の
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

脳
卒
中
後
遺
症
に
よ
る
も
の
は

生
活
習
慣
を
改
善
し
、
脳
卒
中
発

症
を
予
防
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
予
防
が
困
難
と
さ
れ
て
き
た

脳
の
萎
縮
に
よ
る
認
知
症
に
も
、

生
活
習
慣
の
改
善
は
も
と
よ
り
運

動
の
継
続
が
効
果
的
と
い
う
こ
と

が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
予
防
し
よ
う
！

老化による
もの忘れ

認知症による
もの忘れ

自覚 もの忘れの
自覚がある 自覚がない

程度 体験の一部
  を忘れる 体験全体を忘れる

進行 ゆるやかに
  進行していく 進行していく

日常生活
への影響

支障なく日常
生活を送れる

支障が出て自立生
活ができなくなる

《老化と認知症の「もの忘れ」の違い》

①神経細胞の変化による脳の萎縮
・アルツハイマー病
・レビー小体型認知症など

認知症を発症したときには、
すでに脳の委縮が始まっている。

②脳卒中の後遺症
・脳血管型認知症

運動習慣

■
規
則
正
し
い
バ
ラ
ン
ス
の
い

い
生
活
習
慣

①
食
生
活
…
肉
、
魚
、
野
菜
な

ど
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
と
り
、
１

日
３
食
、
規
則
正
し
い
食
生
活

を
送
る
こ
と
は
、
健
康
生
活
の

基
本
で
す
。　

②
睡
眠
…
起
床
後
に
太
陽
の
光

を
浴
び
た
り
、
運
動
習
慣
を
持

つ
こ
と
は
睡
眠
の
質
を
高
め
ま

す
。

③
趣
味
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

…
趣
味
も
な
く
人
と
会
う
機
会

が
少
な
い
と
、
認
知
症
や
要
介

護
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

■
運
動
で
認
知
機
能
を
維
持
・

向
上

　

認
知
機
能
の
維
持
・
向
上
に

は
運
動
を
し
な
が
ら
頭
を
使
う

と
効
果
的
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
運
動
を
し
な
が
ら
リ

ズ
ム
を
と
っ
た
り
、
拍
手
を
組

み
合
わ
せ
た
り
す
る
こ
と
で
運

動
機
能
と
認
知
機
能
に
効
果
的

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
し
な
が
ら
計
算
や
し
り

と
り
を
し
た
り
、
ふ
ま
ね
っ
と

運
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
認
知

機
能
の
低
下
を
抑
え
、
認
知
症
を

予
防
し
ま
し
ょ
う
。

■
ふ
ま
ね
っ
と
運
動

　

ふ
ま
ね
っ
と
運
動
は
、
あ
み

を
踏
ま
な
い
よ
う
に
注
意
深
く
、

ゆ
っ
く
り
慎
重
に
歩
く
運
動
で

す
。
ス
テ
ッ
プ
を
間
違
え
る
こ
と

で
笑
顔
と
会
話
が
弾
み
無
理
な
く

楽
し
く
継
続
で
き
る
体
に
や
さ
し

い
運
動
で
す
。
歩
行
機
能
や
認
知

機
能
の
改
善
、
う
つ
や
閉
じ
こ
も

り
の
予
防
に
も
効
果
が
あ
り
ま

す
。

　

現
在
、
町
内
10
地
区
４
団
体
で

月
に
１
～
２
回
、「
ふ
ま
ね
っ
と

サ
ポ
ー
タ
ー
」
が
ふ
ま
ね
っ
と
運

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ

れ
ら
の
教
室
に
参
加
し
、
楽
し
く

体
を
動
か
し
て
健
康
を
保
ち
ま

し
ょ
う
。

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
地

域
の
ふ
ま
ね
っ
と
サ
ポ
ー
タ
ー
ま

た
は
当
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

予防

進行抑制
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先月号では火災が起きた際の対応について確認したね。

今月号は、意外と知らない火の消し方について復習しよう。

「初期消火と避難のタイミング！！」

■火が天井に達している場合

　自力消火はもはや不可能。火災が発生したことを大

声で近所に伝えながら、一刻も早く外に避難して 119

番へ通報する。

■火が天井に到達していない場合

　すぐに初期消火を実施。人が複数いれば一人は 119

番通報をする。自分しかいなければ、初期消火を試み

ながら大声で助けと通報を求める。火が天井に達した

ら消火をあきらめてすぐに避難する。

□消火器がある場合の初期消火

　消火器があれば鎮火の可能性は高くなる。屋内で消

火器を用いる際には、必ず出

入り口を背にして放射する。

これは、消火に失敗した際の

避難経路を確保するためと、

粉末消火器を用いた場合に、

粉が充満して視界が悪くなる

ため。

□消火器がない場合の初期消火

　水をかけるか空気を遮断して消火するが、水を使っ

た消火はかえって被害を拡大することもあるので、火

元別の対応方法を覚えておこう。

●コンロなどの火災

　水に浸したシーツやバスタオルを、火元にかぶせて

空気を遮断する。コンロで鍋が燃えている場合は、鍋

のフタをかぶせてしまうのも有効。なお、天ぷら火災

の場合は、直接水をかけたりするようなことは絶対に

しない。

●カーテン・ふすま・障子の火災

　カーテンはレールから引きちぎる、ふすまや障子は

蹴り倒すなどして、天井に燃え移ることを避ける。そ

の後、水をかける。

　火を消すことばかりに気をとられることなく避難す

ることも大事。あくまで自分の命を守ることが一番大

切だよ。万が一に備えて、消火器の点検はもちろん、

消火器の使い方も復習しておこう。防災レンジャーと

の約束だ！　
役場の避難訓練にて
消火訓練を行うリアル防災レッド

■問い合わせ　

役場総務企画課生活安全係

☎８５- ４８０２

消火器の使い方って
意外と難しいよ

子どもの広場11月の行事予定
＊子どもの広場＊
■開催日■　
月・水・金曜日：午前９時～正午・午後１時～３時
火・木曜日：午前９時～正午
■内容■　入園前の親子を対象に、遊びや育児に関しての
情報提供や保護者同士の交流の場として開催しています。
予約は不要です。
＊子育て相談＊
■開催日■　子どもの広場開催中（随時）
■内容■　保育士による子育て相談を行います。必要に応
じて、保健師や栄養士も対応します。事前に予約が必要です。
※町民カレンダーに開催日を掲載しています。
＊今月の行事＊
■すくすく子育て講座 ( 愛されて育つ子は、賢くなる )
　11 月 11 日（金）午前 10 時～正午
　講師： 北海道療育園医師　楠　祐一　氏
■問い合わせ■　保健センター　☎８５ ‐ ２５５５
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障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
対
応
に

つ
い
て
（
そ
の
①
）

　

だ
れ
も
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域

に
す
る
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り

が
障
が
い
に
つ
い
て
知
っ
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

■
視
覚
障
が
い

　

視
覚
障
が
い
の
あ
る
方
は
、

ま
っ
た
く
見
え
な
か
っ
た
り
、
見

え
に
く
か
っ
た
り
し
ま
す
。

▼
気
を
つ
け
る
こ
と

・
周
り
の
状
況
が
分
か
ら
な
い
の

で
、
こ
ち
ら
か
ら
声
を
か
け
ま

し
ょ
う
。

・「
こ
ち
ら
」「
こ
れ
」
な
ど
の
表

現
で
は
な
く
、「
30
㎝
右
」「
２
歩
前
」

な
ど
、
具
体
的
に
伝
え
ま
す
。

■
聴
覚
・
言
語
障
が
い

　

聴
覚
障
が
い
の
あ
る
方
は
、

ま
っ
た
く
聴
こ
え
な
か
っ
た
り
、

聴
こ
え
に
く
か
っ
た
り
し
ま
す
。

ま
た
、
聴
覚
障
が
い
と
言
語
障
が

い
の
両
方
の
障
が
い
の
あ
る
方
も

い
ま
す
。

▼
気
を
つ
け
る
こ
と

・
聴
覚
障
が
い
の
あ
る
方
と
の
会

き
た
よ
ん
通
信

話
に
は
、
手
話
、
指
文
字
、
筆
談
、

口
話
（
口
の
動
き
で
話
し
て
い
る

内
容
を
読
み
取
る
）
な
ど
の
方
法

が
あ
り
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
方
法

が
良
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・
言
語
障
が
い
の
あ
る
方
へ
は
、

分
か
っ
た
ふ
り
を
せ
ず
、
聞
き
返

し
た
り
、
紙
な
ど
に
書
い
て
も
ら

い
、
内
容
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

■
肢
体
不
自
由

　

肢
体
不
自
由
の
あ
る
方
の
中
に

は
、
上
肢
や
下
肢
に
切
断
や
機
能

障
が
い
の
あ
る
方
、
座
っ
た
り

立
っ
た
り
す
る
姿
勢
保
持
が
困
難

な
方
、
脳
性
マ
ヒ
の
方
な
ど
が
い

ま
す
。

　

ま
た
、
病
気
や
事
故
で
脳
が
損

傷
を
受
け
た
方
の
中
に
は
、
身
体

の
マ
ヒ
や
機
能
障
が
い
に
加
え

て
、
言
葉
の
不
自
由
さ
や
記
憶
力

の
低
下
、
感
情
の
不
安
定
さ
な
ど

が
あ
る
方
も
い
ま
す
。

▼
気
を
つ
け
る
こ
と

・
車
い
す
を
使
用
さ
れ
る
方
に

立
っ
た
ま
ま
で
話
を
す
る
と
、
上

か
ら
見
下
ろ
さ
れ
て
い
る
感
じ
が

し
て
、
身
体
的
・
心
理
的
な
負
担

に
な
る
の
で
、
か
が
ん
だ
り
し
て
、

同
じ
目
線
で
話
す
よ
う
に
し
ま
す
。

第29話

　

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
！

　

栄
養
士
の
加
藤
で
す
。
健
康
に

な
れ
る
栄
養
の
話
を
し
ま
す
。

風
邪
に
強
い
体
を
作
る
た
め
に

　

寒
く
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。
こ

れ
か
ら
は
風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
流
行
す
る
季
節
が
や
っ
て
き

ま
す
。
今
月
は
風
邪
に
強
い
体
を

作
る
た
め
の
食
事
に
つ
い
て
お
話

し
ま
す
。

◆
体
を
最
初
に
守
る
の
は
粘
膜

　

免
疫
力
は
体
を
外
敵
か
ら
守
る

力
の
こ
と
で
す
が
、
重
要
に
な
る

の
が
私
た
ち
の
体
と
外
界
の
接
点

と
な
る
「
粘
膜
」
で
す
。

　

体
に
あ
る
粘
膜
を
上
か
ら
順
に

見
て
い
く
と
、目
、口
、鼻
、気
管
、

胃
や
腸
、
膀ぼ
う

胱こ
う

や
子
宮
、
性
器
の

粘
膜
と
い
っ
た
た
く
さ
ん
の
粘
膜

が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら

の
粘
膜
が
健
康
な
状
態
を
保
っ
て

い
な
い
と
、
外
界
か
ら
の
敵
で
あ

る
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
な
ど
が
簡
単

に
体
内
に
侵
入
し
て
し
ま
う
の
で

す
。
体
を
最
初
に
守
る
粘
膜
を
健

康
に
保
つ
こ
と
が
と
て
も
重
要
な

の
で
す
。

◆
免
疫
力
ア
ッ
プ
の
た
め
に

　

よ
い
粘
膜
を
作
っ
て
免
疫
力
を

ア
ッ
プ
す
る
た
め
に
大
切
な
栄
養

素
が
あ
り
ま
す
。

　

上
の
表
の
３
つ
の
栄
養
素
は
、

粘
膜
を
は
じ
め
と
し
た
細
胞
を
保

護
し
た
り
、
増
や
す
は
た
ら
き
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
栄
養
素
を

多
く
含
ん
で
い
る
食
品
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
と
る
こ
と
で
、
健
康
な
粘

膜
を
保
つ
こ
と
が
で
き
、
免
疫
力

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

口
の
周
り
の
皮
膚
や
粘
膜
は
、

新
陳
代
謝
が
早
い
た
め
不
足
す
る

と
特
に
影
響
が
出
や
す
い
場
所
で

す
。
目
や
鼻
、
喉
の
粘
膜
で
も
炎

症
が
起
き
や
す
く
な
る
の
で
、
積

極
的
に
摂
取
す
る
こ
と
を
お
す
す

め
し
ま
す
。

栄養素 働き（機能） 多く含んでいる食品

ビタミンＡ
皮膚や各器官の粘膜を保
護し、免疫機能を維持す
る。細胞を作る

主に緑黄色野菜
モロヘイヤ、ニンジン、ほうれん草、
水菜、カボチャ

葉　　　酸 細胞の増殖にかかわる
菜の花、モロヘイヤ、ブロッコリー、
ほうれん草、アスパラガス、オクラ

ビタミンＢ
皮膚や粘膜の機能維持と
成長に大きく影響する

レバー、うなぎ、さば、鮭、牛乳、納豆、
卵など

風
邪
に
負
け
な
い
体
を
作
ろ
う

表）免疫力アップのための栄養素と食品
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　古代インドの奇妙な宇宙観から、コペルニクスによる宇
宙像の大転換、そして最新のブレーン宇宙論まで、人間が
宇宙の真の姿をひもといてきた様子を物語のように描きま
す。長崎訓子さんの味わい深いイラストも必見。さらに
2016 年に発表された「重力波初検出」の衝撃をどこよりも
わかりやすく解説します。

　大坂夏の陣で、豊臣秀頼が死ぬまでの 24時間。伊達政宗
が父、輝宗を射殺するまでの 24時間。桶狭間にて、今川義
元討ち死にまでの 24時間。武田信玄の家臣、山本勘助戦死
までの24時間。将軍足利義輝、御所で闘死するまでの24時間。
そして、乱世の終幕、徳川家康最期の 24時間。戦国の乱世
に生きた男たちの死に至るまでの一日を濃密に描いた作品。

　ぼくのペットはちいさなゾウ。でも、ゾウをかっている
のは、ぼくしかいない。ある日、ペットといっしょにあつ
まるパーティーに、ゾウくんをつれてでかけると、ドアに
は「ゾウはおことわり！」というかんばんがかかっていて
…？ともだちを大切に思う気持ちをやわらかいタッチで、
ていねいに描いた絵本です。

 　「戦国 24 時～さいごの刻～」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　木下 昌輝 / 著

１

２
　「ゾウはおことわり！」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リサ・マンチェフ / 著

３

時代小説界若手の実力者として注目
される著者が大胆な発想で挑む、戦
国時代の新機軸！

子どもに読ませたい！ おすすめの１冊
宇宙論の権威、佐藤勝彦氏が再び贈る

最高傑作 ! 

 　「増補改訂版　眠れなくなる宇宙のはなし」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐藤 勝彦 / 著

ぴっぷちょう としょかん

ぶっくんノート [11 月号 ]

□開館時間　午前 10 時～午後６時　　□休館日　毎週月曜日 ( 祝日の場合は次の日 ) ７日、14 日、21 日、28 日
□館内整理日　30 日（水）

午前 10：30 ～ 11：00

午前 10：00 ～

お す★ ★す め★

新 着★ ★図 書★

「やさしい本泥棒」

25（金）ぶっくん☆シアター（映画上映会）

参加は無料で、
申し込みは不要！

　第二次世界大戦前夜の 1938 年、ドイツ・ミュンヘ
ン近郊の田舎町へ里子に出された少女リーゼル。字が
読めなかった彼女は、里親のハンスから読み書きを学
び、本を通じて知識だけでなく、勇気と希望を与えら
れる。しかし、ナチスの支配により、市民は自由を奪
われ、本を読むことすら禁じられる。ある日リーゼルは、
広場で焼かれた大量の本の中から、焼け残った 1 冊の
本をこっそりと持ち帰るのだが…。
監督／ブライアン・パーシヴァル
原作／マークース・ズーサック 
出演／ソフィー・ネリッセ、ジェフリー・ラッシュ
　　　エミリー・ワトソンほか
2013 年（平成 25 年）アメリカ・ドイツ映画。131 分。

　古い雑誌や廃棄する本のほか、蔵書で同じものが
ある本やマンガなど図書館の蔵書としないものなど
を「古本市」として自由にお持ちいただけます。

6（日）よみきかせ会（ひろがり文庫） 5（土）～６（日）
午前 10：０0 ～ 午後６：００

・古本は、好きなだけ無料でお持ちいただけます。
その際は、図書館利用者カードをご提示ください。
・本を入れる袋などは、各自でご用意願います。
・本が無くなり次第、終了しますのでご了承ください。

古本市
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お
知
ら
せ
し
ま
す

Ｊ
‐
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ

訓
練
放
送
を
行
い
ま
す

　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
「
Ｊ

‐
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
（
ジ
ェ
イ
ア
ラ
ー

ト
）」
の
訓
練
放
送
を
行
い
ま
す
。

　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
と

は
、
総
務
省
消
防
庁
が
運
用
し
て

い
る
シ
ス
テ
ム
で
、
地
震
や
武
力

攻
撃
、
特
別
警
報
な
ど
、
そ
の
対

処
に
時
間
的
余
裕
の
な
い
緊
急
情

報
を
国
が
直
接
、
町
の
防
災
行
政

無
線
を
利
用
し
て
町
民
の
み
な
さ

ん
に
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

　

訓
練
放
送
の
日
時
、
放
送
の
内

容
な
ど
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

■
日
時
■
11
月
29
日
（
火
）
午
前

11
時

■
放
送
内
容
■

①
上
り
４
音
チ
ャ
イ
ム

②
「
こ
れ
は
、テ
ス
ト
で
す
」（
３

回
繰
り
返
し
）

③
「
こ
ち
ら
は
、
防
災
ぴ
っ
ぷ
で

す
」

④
下
り
４
音
チ
ャ
イ
ム

　

訓
練
当
日
は
、
戸
別
受
信
機
と

屋
外
拡
声
器
が
強
制
音
量
で
放
送

さ
れ
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
命
を
守

る
大
事
な
訓
練
で
す
。
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
■

　

役
場
総
務
企
画
課
生
活
安
全
係

大
切
な
手
続
き
で
す

年
末
調
整
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　

年
末
調
整
の
仕
方
や
給
与
支
払

報
告
（
源
泉
徴
収
票
）、
各
種
支

払
調
書
の
作
成
と
提
出
に
つ
い
て

の
説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

　

な
お
、
年
末
調
整
等
関
係
の
諸

用
紙
は
事
前
に
送
付
し
ま
す
の

で
、
出
席
を
さ
れ
る
方
は
忘
れ
ず

に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
日
時
■
11
月
15
日
（
火
）
午
前

10
時

■
場
所
■
図
書
館
視
聴
覚
室

■
問
い
合
わ
せ
■

　

役
場
税
務
住
民
課
税
務
係

　

旭
川
東
税
務
署☎

２
３
‐
６
２
９
１

参
加
チ
ー
ム
募
集
中
！

第
38
回
全
町
女
性
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
を
開
催
し
ま
す

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
親
睦

と
交
流
を
深
め
、
互
い
に
健
康
な

体
と
明
る
い
心
を
培
い
、
ス
ポ
ー

ツ
の
活
性
化
と
地
域
の
連
帯
高
揚

を
図
る
た
め
、
全
町
女
性
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
■
12
月
４
日
（
日
）
午
前

９
時
開
会
式

■
場
所
■
町
体
育
館

■
参
加
資
格
■
11
月
１
日
現
在
で

住
民
登
録
の
あ
る
、
町
内
在
住
の

中
学
生
以
上
の
女
性
。

※
男
性
も
一
部
参
加
可
能
。

※
本
年
度
か
ら
行
政
区
が
単
独
で

出
場
す
る
場
合
、
住
民
登
録
の
な

い
学
生
も
参
加
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
詳
し
く
は
要
項
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

■
チ
ー
ム
編
成
■

①
選
手
登
録
人
数
は
15
人

②
市
街
地
区
の
行
政
区
は
２
チ
ー

ム
ま
で
出
場
可
（
た
だ
し
、
１

チ
ー
ム
は
女
性
の
み
で
編
成
す
る

こ
と
）

③
市
街
地
区
以
外
の
行
政
区
は
、

単
独
で
の
出
場
を
基
本
と
す
る

が
、
混
成
チ
ー
ム
で
の
出
場
可

■
参
加
締
切
■
11
月
４
日
（
金
）

■
代
表
者
会
議
■
11
月
14
日（
月
）

午
後
７
時
、
図
書
館
視
聴
覚
室

■
問
い
合
わ
せ
■

　

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

情 報 満 載
８５－２１１１
８５－４８０１
８５－４８０２
８５－４８０３
８５－４８０４
８５－２１１２
８５－４８０６
８５－４８０７
８５－４８０８
８５－４８０９
８５－２２６２
８５－３３５４
８５－２５１３
８５－２５５５
８５－４０１１
８５－２３８３
８５－４７００

比布町役場（代表）
　　　総務企画課
　　　
　　　税務住民課
　　　保健福祉課
地域包括支援センター
　　　産業振興課
　　　建　設　課
　　　議会事務局
　　　農業委員会
比布町教育委員会
図書館
体育館・改善センター
保健センター
農業対策室
グリーンパークぴっぷ
遊湯ぴっぷ

みなさんのご家庭のかわいいアイドルをご紹介
ください。最近の写真とコメントを添えて、役
場総務企画課広報係にお寄せください。写真は
カラー・白黒を問わず、Ｅメールでの投稿もお
待ちしています。宛先は裏表紙をご覧ください。

お出かけの時は、トミカを握りしめ、
走っている車の名前を聞いてくるほ
ど自動車が大好き！ 今シーズンは
本格的にゲレンデデビューします。
よろしくね☺

滝
たきざわ

沢　育
いくと

大く
ん

康司さん・麻未さんの長男
（２歳７か月・寿町）
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利
用
申
し
込
み
の
お
知
ら
せ

農
産
加
工
室
12
月
分
申
し
込
み

　　

12
月
１
日
か
ら
28
日
ま
で
の
間

に
、
改
善
セ
ン
タ
ー
農
産
加
工
室

の
利
用
を
希
望
す
る
方
は
、
５
人

以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
、
加
工
品
目

と
数
量
を
ま
と
め
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■
締
切
■
11
月
14
日
（
月
）

■
抽
選
会
■
11
月
21
日
（
月
）
午

前
９
時
30
分
か
ら
福
祉
会
館

■
問
い
合
わ
せ
■

　

役
場
産
業
振
興
課
特
産
振
興
係

ご
参
加
く
だ
さ
い

講
演
会
「
知
ろ
う
！ 

つ
な
が
ろ

う
！ 

な
か
ま
の
輪
！
」

■
日
時
■
12
月
17
日
（
土
）
午
後

１
時
30
分
～
３
時
30
分

■
場
所
■
旭
川
市
障
害
福
祉
セ
ン

タ
ー
お
ぴ
っ
た
（
旭
川
市
宮
前
１

条
３
丁
目
）

■
対
象
■
障
が
い
の
あ
る
方
（
当

事
者
）
や
家
族
、
当
事
者
活
動
に

関
心
の
あ
る
方

■
内
容
■

▼
第
１
部　

勉
強
会
「
知
ろ
う
！ 

差
別
解
消
法
」

▼
第
２
部　

懇
親
会
「
つ
な
が
ろ

う
！ 

み
ん
な
の
輪
」

■
参
加
料
■
１
０
０
円

■
申
込
締
切
■
12
月
９
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
■

　

ぴ
っ
ぷ
ひ
だ
ま
り
の
会

☎
８
５
‐
３
１
１
９

　

pokapoka_heart_mt@yahoo.co.jp

戸

籍

の

ま

ど

 （
10
月
15
日
ま
で
の
届
出
）

総 数
男
女

世帯数

３，８４５
１，８０６
２，０３９
１，８３５

人
人
人
世帯

（－２）
（－３）
（＋１）
（±０）

まちの人口（９月末現在）

※住民基本台帳登録数
（　）は対前月増減数

情報＊満載

※
了
承
を
い
た
だ
い
た
方
の
み
掲
載
し
て

い
ま
す
。

国民年金保険料
免除制度をごぞんじですか？

■問い合わせ■役場税務住民課戸籍年金係■
■旭川年金事務所　☎２７- １６１１■

★☆ 国民年金保険料は忘れずに納めましょう ☆★

◆
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
◆

（
氏
名
・
享
年
・
行
政
区
）

　

北
川　

静
子
さ
ん　
　
　

94
歳
（
14
区
）

　

宇
佐
見
政
子
さ
ん　
　
　

61
歳
（
15
区
）

　

五
十
嵐
フ
ミ
さ
ん　
　
　

97
歳
（
南
町
）

　

渡
辺　
　

武
さ
ん　
　
　

85
歳
（
新
町
）

　

川
口　

繁
美
さ
ん　
　
　

89
歳
（
東
町
）

　

村
上　

和
子
さ
ん　
　
　

87
歳
（
６
区
）

　
税
務
住
民
課
の
窓
口
で
は
、

本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
）
の

提
示
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
な
り
す
ま
し
や
第
三
者
か
ら

の
不
正
な
届
出
、
請
求
を
防
止

す
る
た
め
、
み
な
さ
ま
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　保険料免除制度　… 納付が困難なとき
　経済的な理由など、保険料を納めることが困難なときに利用できる制
度で、申請が承認されると保険料納付の全額または一部が免除されます。
※本人、世帯主、配偶者の前年所得が、一定額以下の方。（失業した方
は特例で申請できる場合があります。）

　納付猶予制度　… 50 歳未満の方（平成28年6月以前は30歳未満の方）
　本人が 50 歳未満であるときに限って利用できる制度で、申請が承
認されると保険料全額の納付が猶予されます。
※本人、配偶者（世帯主を除く）の前年所得が一定額以下の方。（失業
した方は特例で申請できる場合があります。）

　学生納付特例制度　 … 学生の方
　学生に限って利用できる制度で、申請が承認されると保険料全額の
納付が猶予されます。
※本人の前年の所得が一定額以下の方
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申
し
込
み
の
お
知
ら
せ

自
衛
官
募
集
案
内

　
▼
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

■
受
験
資
格
■
18
歳
以
上
27
歳
未

満
の
男
子

■
受
付
期
間
■
年
間
を
通
じ
て

行
っ
て
い
ま
す
。

■
試
験
日
■
受
付
時
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

▼
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

■
受
験
資
格
■
男
子
で
中
卒
（
見

込
含
）
17
歳
未
満
の
者

■
受
付
期
間
■
11
月
１
日
（
火
）

～
平
成
29
年
１
月
６
日
（
金
）

■
試
験
日
■
【
一
次
試
験
】
平
成

29
年
１
月
21
日
（
土
）

■
問
い
合
わ
せ
■

　

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部 

　

北
地
区
隊 

☎
５
４
‐
５
６
１
７

　

役
場
総
務
企
画
課
生
活
安
全
係

11
月
14
日
～
20
日
は

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間
で
す

　

11
月
14
日
か
ら
20
日
ま
で
全
国

一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」強
化
週
間
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
、
職
場
で
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
女
性
の
人
権
に

関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▼
特
設
人
権
相
談
所

■
日
時
■
11
月
19
日
（
土
）
午
後

１
時
～
４
時

■
場
所
■
旭
川
合
同
庁
舎
西
館
１

階
会
議
室
（
旭
川
市
宮
前
１
条
３

丁
目
）

※
相
談
は
無
料
で
す
が
、
事
前
に

予
約
が
必
要
で
す
。

▼
全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
相
談
電
話

■
日
時
■
11
月
14
日
（
月
）
～
20

日
（
日
）【
平
日
】
午
前
８
時
30

分
～
午
後
７
時
【
土
日
】
午
前
10

時
～
午
後
５
時

■
相
談
電
話
番
号
■

　
☎
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

■
問
い
合
わ
せ
■

　

旭
川
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
３
８
‐
１
１
１
４

ご
利
用
く
だ
さ
い

地
方
税
の
申
告
は
ｅエ

ル
タ
ッ
ク
ス

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
で

　

地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム

（
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
）
は
、
地
方
税
の

手
続
き
を
電
子
的
に
行
う
シ
ス
テ

ム
で
す
。

　

地
方
税
の
申
告
や
納
付
を
窓
口

に
出
向
く
こ
と
な
く
、
自
宅
や
オ

フ
ィ
ス
、
税
理
士
事
務
所
な
ど
の

パ
ソ
コ
ン
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
じ
て
、
簡
単
に
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
法
人
道
民
税
、
事
業

税
、
地
方
法
人
特
別
税
の
申
告
、

各
種
届
出
は
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
■

　

上
川
総
合
振
興
局
課
税
課
事
業

税
間
税
係　

 

☎
４
６
‐
５
９
２
６

お
子
さ
ん
の
教
育
資
金
は

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」（
日
本
政
策

金
融
公
庫
）
が
サ
ポ
ー
ト

　

高
校
、大
学
な
ど
へ
の
入
学
時
、

在
学
中
に
か
か
る
費
用
を
対
象
と

し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

　

お
子
さ
ん
一
人
に
つ
き
３
５
０

万
円
以
内
を
固
定
金
利
（
年
１
・

90
％
、
平
成
28
年
８
月
31
日
現
在
）
で

利
用
で
き
、
在
学
期
間
内
は
利
息

の
み
の
返
済
と
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、「
国
の
教
育
ロ
ー

ン
」
で
検
索
、
ま
た
は
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
■

　

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー　
　

　
☎
０
５
７
０
‐
０
０
‐
８
６
５
６

（■コース　回数 / 対象 / 定員 / 受講料）
■一般（午前・午後）
　全８回 / 中学生以上 / 午前・午後各 10 人 /11,000 円

■小中学生（午前・午後）
　全８回 / 小中学生 / 午前・午後各 80 人 /12,000 円

■幼児（午前・午後）
　全８回 / 年中・年長児 / 午前・午後各 25 人 /15,000 円

■エンジョイ（午後）
　全８回 / おおむね 50 歳以上 /10 人 /11,000 円　

■級別１級チャレンジレッスン
　全６回 / 級別 2級保持者 /10 人 /10,000 円

■アスリートジュニアレッスン
　全 15 回 / 小中学生（級別 2級以上）/10 人 /20,000 円

■短期集中コース（１期・２期）
　全３回 /年中児以上（大人可）/30人 /8,000円

全日本スキー連盟公認 比布スキー学校

2016-17 比布スキー学校　各コースのご案内
　所定の申し込み用紙に必要事項を記入の上、「一
斉受付会場」にて受講料を添えてお申し込みくだ
さい。各コースとも定員になり次第締め切ります。
　なお、定員に満たなかったコースは、12 月１
日からスキー学校で、随時受け付けます。

〈一斉受付〉　
■日時　11 月 20 日（日）　9：30 ‐ 12：00　
■場所　福祉会館

詳しくは役場、旭川市内のスポーツ店などに設置して
いる「スキーレッスン募集案内」をご覧ください。

比布スキー学校　
☎８５ ‐ ３１４８（12 月１日から常駐予定）
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11月の行事予定
 6㈰ 近隣町中学生新人卓球大会
  19：00 体育館

 10㈭ まちづくり懇談会
  19：00　南分館（1 ～ 3区）
  13：30　東園地域センター（12 ～ 19区）
  18：00　福祉会館（市街地区）

 11㈮ まちづくり懇談会
  19：00 蘭留地域センター（20 ～ 25区、ランル町区）
  13：30　福祉会館（4 ～ 11、26区）

 13㈰ 2016ミニバレー大会
  19：00 体育館

 16㈬ 老人文化祭　～ 17日
  10：00 農村環境改善センター

 17㈭ 健康講演会
  13：30 農村環境改善センター

 19㈯ 昭和ノスタルジアコンサート
  18：00開演　農村環境改善センター

 21㈪ 第30回農業委員会総会
  13：30　役場（議場）

 23㈬ 上川管内町村剣道大会
  19：00 体育館

 25㈮ 第５回町議会臨時会
  11：00　役場（議場）

 26㈯ くるみ保育園おゆうぎ会
  19：00 農村環境改善センター

 29㈫ 中央小学校わくわくフェスティバル
  11：20 中央小学校

 1㈭ ぴっぷスキー場開場式
  10：00 ぴっぷスキー場

※変更になる場合がありますので、無線放送など
　にご留意ください。

12 月号は 12 月７日発行予定です

ストップ・ザ・交通事故死
～ めざせ　安全で安心な北海道 ～

11 月 11 日（金）～ 20 日（日）
冬の交通安全運動

12/

シーズン２第７話は「ぴっぷのお米」
旭川ケーブルテレビポテト・町 Facebook・Youtube などで放送中！
図書館にＤＶＤを備えています。

情報＊満載

ご
来
場
く
だ
さ
い

北
海
道
歌
旅
座

昭
和
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
コ
ン
サ
ー
ト

　

北
海
道
歌
旅
座
の
公
演
で
す
。

誰
も
が
口
ず
さ
ん
だ
昭
和
の
ヒ
ッ

ト
パ
レ
ー
ド
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

■
日
時
■
11
月
19
日
（
土
）
午
後

５
時
開
場
、
午
後
６
時
開
演

■
場
所
■
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

■
入
場
料
■
無
料

■
問
い
合
わ
せ
■

　

町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

お
知
ら
せ
し
ま
す

空
き
家
実
態
調
査
を
実
施
し
ま
す

　

町
内
の
空
き
家
実
態
調
査
を
行

い
ま
す
。

　

生
活
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す

空
き
家
の
状
況
把
握
、
利
活
用
す

る
た
め
の
対
策
を
講
じ
る
た
め
の

調
査
で
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
調
査
対
象
■
町
内
全
域

■
調
査
期
間
■
11
月
８
日
（
火
）

～
30
日
（
水
）

■
調
査
業
者
■
株
式
会
社
ゼ
ン
リ

ン
（
町
委
託
業
者
）

※
調
査
員
は
ゼ
ン
リ
ン
の
ユ
ニ

ホ
ー
ム
を
着
用
の
上
、
調
査
員
証

を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

■
調
査
方
法
■
空
き
家
と
想
定
さ

れ
る
建
物
の
状
況
や
構
造
を
外
観

か
ら
調
査
し
、写
真
撮
影
し
ま
す
。

　

本
調
査
に
よ
り
、
業
務
上
知
り

得
た
情
報
を
外
部
に
漏
ら
し
、
不

当
な
目
的
に
利
用
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
■

　

役
場
総
務
企
画
課
企
画
振
興
係
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
な
ど
の
話

題
を
紹
介
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
か
ら
の
情
報
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

新
聞
な
ど
に
掲
載
さ
れ
た
情
報
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
○
内
の
数
字
は
順
位
（
敬
称
略
）

　

町
内
関
係
者
の
み

◆
全
町
一
般
男
子
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会

（
９
月
４
日
・
町
体
育
館
）

【
男
子
】
①
役
場
②
役
場
紙
風
船

③
Ｑ
助

【
女
子
】
①P

'z M
A

T
E

②
ぴ
ー

ち
ゃ
ん
③
役
場
ヤ
ン
グ
ガ
ー
ル
ズ

◆
第
69
回
秋
季
北
海
道
高
等
学
校

野
球
大
会
旭
川
支
部
予
選

（
９
月
９
日
～
18
日
・
旭
川
市
）

【
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
】
①
旭
川
実
業
（
村

中
泰
之
）

※
同
校
は
10
月
２
日
か
ら
札
幌
市

で
開
か
れ
た
全
道
大
会
に
出
場
し

ま
し
た
。

◆
旭
川
オ
ー
プ
ン
秋
季
ジ
ュ
ニ
ア

シ
ン
グ
ル
ス
テ
ニ
ス
大
会

（
９
月
17
、
18
日
・
旭
川
市
）

【
男
子
】
▽
17
歳
以
下
②
中
谷
紫

温
（
旭
川
北
）

◆
第
42
回
全
日
本
高
等
学
校
団
体

選
抜
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
旭
川
支

部
予
選
会

（
９
月
24
日
・
旭
川
市
）

【
女
子
】①
旭
川
実
業（
加
地
咲
実
）

②
旭
川
東
（
渡
邊
真
衣
）

※
両
校
は
来
年
２
月
５
日
か
ら
札

幌
市
で
開
か
れ
る
全
道
大
会
に
出

場
し
ま
す
。

◆
上
川
中
央
地
区
中
学
生
野
球
大

会
新
人
戦

（
９
月
24
日
・
当
麻
町
）

③
比
布
中

◆
第
８
回
宮
﨑
憲
之
杯
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
大
会

（
９
月
24
日
・
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
ぴ
っ
ぷ
）

【
男
性
】
▽
Ａ
組
①
水
内
和
宏
②

澁
谷
興
二
③
大
古
場
秀
雄

【
女
性
】
▽
Ａ
組
①
尾
崎
誠
子
②

橘
満
子
③
水
内
順
子
▽
Ｂ
組
①
作

田
ミ
ヱ
子
③
岩
瀨
美
樹

◆
町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

（
９
月
25
日
・
町
体
育
館
）

【
ダ
ブ
ル
ス
Ａ
】
▽
前
半
戦
①
太

田
と
み
②
有
岡
晴
美
③
菊
池
佳
澄

▽
後
半
戦
①
内
沢
義
治
・
有
岡
修

治
②
菊
池
佳
澄
・
工
藤
竜
樹

【
ダ
ブ
ル
ス
Ｂ
】
▽
前
半
戦
①
内

沢
義
治
・
有
岡
紗
希
②
工
藤
竜
樹
・

中
皐
乃
▽
後
半
戦
①
太
田
と
み
③

有
岡
紗
希
・
中
皐
乃

◆
第
17
回
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
杯

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

（
９
月
27
日
・
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
ぴ
っ
ぷ
）

【
男
性
】
①
髙
橋
勝
寛
②
五
十
嵐

義
秋
③
大
古
場
秀
雄

【
女
性
】
①
橘
満
子
②
尾
崎
誠
子

③
水
内
順
子

◆
第
４
回
北
海
道
中
学
生
選
手
権

シ
ン
グ
ル
ス
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

上
川
代
表
戦

（
10
月
１
日
・
旭
川
市
）

【
女
子
】
①
山
田
萌
華
③
田
中
仁
湖

※
山
田
さ
ん
、
田
中
さ
ん
は
12
月

27
日
に
赤
平
市
で
開
か
れ
る
全
道

大
会
に
出
場
し
ま
す
。

◆
第
70
回
旭
川
市
民
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
大
会

（
10
月
２
日
・
旭
川
市
）

【
女
子
Ａ
級
】①
藤
田
晃（
旭
大
高
）

②
加
地
咲
実
（
旭
川
実
業
）

　

９
月
27
日
、
比
布
中
学
校
２
年
生

27
人
が
、
町
内
の
各
事
業
所
で
職
場

体
験
を
行
い
ま
し
た
。　
　

　

ぴ
っ
ぷ
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
山
口

颯
太
朗
さ
ん
が
高
齢
者
の
食
事
の
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

山
口
さ
ん
は
「
実
際
に
し
て
み
な

い
と
わ
か
ら
な
い
大
変
さ
が
あ
り
、

勉
強
に
な
る
」
と
話
し
、
看
護
師
か

ら
ス
プ
ー
ン
を
真
っ
す
ぐ
出
す
な
ど

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
い
ま
し

た
。
サ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
っ
た
高
齢

者
は
と
て
も
う
れ
し
そ
う
で
し
た
。

　

他
の
事
業
所
で
も
緊
張
す
る
場
面

が
多
く
働
く
と
い
う
こ
と
の
大
変
さ

を
学
ん
だ
職
場
体
験
で
し
た
。

　
　

比
布
中
学
校
２
年　

谷　

陸

＊
＊
＊

　

９
月
27
日
、
比
布
中
学
校
で
２
年

生
27
人
を
対
象
と
し
た
職
場
体
験
学

習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
ぴ
っ
ぷ
ク
リ
ニ
ッ
ク
な

ど
、
19
か
所
に
分
か
れ
て
職
場
体
験

を
し
ま
し
た
。

　

愛
別
モ
ー
タ
ー
ス
で
は
、
高
無
洸

太
さ
ん
と
篠
原
悠
さ
ん
が
郵
便
局
の

車
体
に
ワ
ッ
ク
ス
を
か
け
た
り
、
窓

ふ
き
を
し
た
り
し
、「
エ
ン
ジ
ン
を

分
解
す
る
作
業
が
一
番
楽
し
か
っ
た

で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

私
は
役
場
で
広
報
係
の
仕
事
を
し

ま
し
た
が
、
写
真
を
撮
る
こ
と
が
特

に
難
し
か
っ
た
で
す
。
角
度
の
工
夫

や
パ
ッ
と
見
た
と
き
に
情
報
の
伝
わ

り
や
す
い
写
真
は
、
私
が
何
十
枚
も

撮
っ
た
中
で
数
枚
し
か
な
か
っ
た
く

ら
い
難
し
い
こ
と
で
し
た
。

　

今
回
の
職
場
体
験
で
学
ん
だ
こ
と

を
忘
れ
ず
に
、
今
後
に
生
か
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

比
布
中
学
校
２
年　

久
保
田　

実
桜

比
布
中
学
校

職
場
体
験
学
習

　

９
月
27
日
、
比
布
中
学
校
の
２
年
生
27
人
が
職
場
体

験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

役
場
で
は
、
谷
陸
さ
ん
と
久
保
田
実
桜
さ
ん
が
広
報

係
と
し
て
、
職
場
体
験
を
し
て
い
る
生
徒
た
ち
の
様
子

を
取
材
し
、
記
事
を
作
成
し
ま
し
た
。

愛別モータースにて　（久保田さん撮影）

ぴっぷクリニックにて　（谷さん撮影）
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秋の風を感じながら

さわやかマラソン
　町教委主催のさわやかマラソンが 10 月１日、中央小学校

周辺コースで行われ、約 230 人が参加しました。

　応援に訪れた家族らの声援を受けながらスタート合図と

同時に飛び出したランナーたちは、小学１・２年生が１.5

キロ、小学３・４年生が２キロ、小学５・６年生が 2.5 キロ、

中学生と高校生以上の女子は３キロ、男子は５キロのコー

スを激走。最後まで力いっぱい走りきることができました。

◆
第
29
回
お
お
ー
い
で
っ
か
い
ど

う
カ
ボ
チ
ャ
大
会

（
10
月
２
日
・
滝
川
市
）

【
重
量
コ
ン
テ
ス
ト
の
部
】
③
澁

谷
興
二

◆
上
川
中
央
地
区
中
学
生
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
大
会
新
人
戦

（
10
月
８
日
・
当
麻
町
）

【
男
子
】
▽
団
体
①
比
布
中
▽
個

人
②
牧
亮
汰
・
高
無
洸
太
③
西
木

戸
愛
斗
・
山
口
颯
太
朗

【
女
子
】
▽
団
体
①
比
布
中
▽
個

人
①
山
田
萌
華
・
田
中
仁
湖
③
本

多
桃
子
・
古
川
未
翔

※
比
布
中
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
は
、

11
月
～
12
月
に
開
催
さ
れ
る
上
川

代
表
決
定
戦
に
出
場
し
ま
す
。

◆
第
37
回
少
年
武
道
交
流
剣
道
大

会
（
10
月
９
日
・
下
川
町
）

【
個
人
】
▽
小
学
３
年
生
③
漆
戸

駿
、
小
菅
生
竜
摩
▽
小
学
６
年
生

③
堺
七
虹

【
団
体
】
▽
小
学
低
学
年
①
比
布

（
寒
河
江
朔
丸
、
小
菅
生
竜
摩
、

細
野
詩
音
、漆
戸
駿
）
②
遠
軽
（
宮

田
栞
菜
）

◆
第
70
回
旭
川
地
区
体
育
の
日
記

念
剣
道
大
会

（
10
月
10
日
・
町
体
育
館
）

【
団
体
】
▽
小
学
低
学
年
③
比
布

（
寒
河
江
朔
丸
、
小
菅
生
竜
摩
、

宮
田
栞
菜
、
漆
戸
駿
）
▽
中
学
生

女
子
③
愛
別
（
土
屋
美
沙
希
）
▽

大
学
生
・
一
般
男
子
③
自
由
剣
士

の
会
Ａ
（
小
菅
生
竜
夫
）

◆
第
33
回
上
川
管
内
町
村
職
員
９

人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

（
10
月
15
、
16
日
・
当
麻
町
）

【
１
部
】
①
比
布
町
Ａ

【
２
部
】
②
比
布
町
Ｂ

◆
第
22
回
な
な
か
ま
ど
杯
少
年
剣

道
大
会

（
10
月
16
日
・
旭
川
市
）

【
個
人
】
▽
小
学
５
・
６
年
生
女
子

③
堺
七
虹

◆
第
42
回
フ
タ
バ
ス
ポ
ー
ツ
杯
争

奪
９
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

（
10
月
16
日
・
旭
川
市
）

【
女
子
】
③P

'z M
A

T
E

◆
第
15
回
町
民
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

（
10
月
16
日
・
町
体
育
館
）

【
小
学
生
男
子
】
①
大
仙
詩
②
尾

張
静
流

【
小
学
生
女
子
】
①
山
田
玲
華
②

古
川
璃
乃

【
30
歳
以
上
60
歳
未
満
女
子
】
①

橘
内
み
ゆ
き

大会の結果

［小学生］

　１年①大仙桃 ②堺陽向 ③勝見洸太

　２年①中旺史 ②高畑幸一郎 ③松澤湊都

　３年男子①丸谷一颯 ②山口歩琉 ③長尾健吾

　３年女子①山田玲華 ②松浦琉夏 ③三浦琉那

　４年男子①合田健人 ②山口空蒼 ③勝見颯斗

　４年女子①松澤琥珀 ②土屋夏希 ③古川桜衣

　５年男子①山田蓮 ②山口竜之介 ③城彪琉

　５年女子①小菅生莉子 ②谷口蒼空 ③長尾柑奈

　６年男子①門脇摩皇 ②大平将夢 ③浅野和哉

　６年女子①堺七虹 ②西木戸愛梨 ③平野心海

［中学生］

　男子①遠藤駿介 ②西木戸愛斗 ③加地直喜

　女子①瀬川明日香 ②福地桃花 ③佐藤菜桜

［高校生以上］

　男子①長尾隆善 ②宮武秀夫 ③瀬川貞文

　女子①中尾麻里子
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骨
粗
し
ょ
う
症
⑨ 

　

骨
粗
し
ょ
う
症
は
骨
の
量
を
測

る
こ
と
が
検
査
の
中
心
で
す
。
骨

密
度
測
定
と
も
い
わ
れ
ま
す
。

　

測
定
機
器
に
は
目
的
に
応
じ

て
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
り
ま

す
が
、
い
ず
れ
も
苦
痛
を
伴
わ

ず
、
短
時
間
で
安
全
に
検
査
で
き

ま
す
。
ま
た
、
骨
折
の
有
無
を
調

べ
た
り
、
他
の
病
気
と
区
別
し
た

り
す
る
た
め
に
Ｘ
線
検
査
も
し
ま

す
。
他
の
病
気
が
原
因
と
疑
わ
れ

る
と
き
に
は
、
血
液
検
査
や
尿
検

査
も
し
ま
す
。

　

骨
粗
し
ょ
う
症
の
診
断
に
は
、

問
診
も
貴
重
な
手
掛
か
り
と
な
り

ま
す
。
自
分
の
病
歴
や
生
活
習
慣

（
食
事
内
容
や
運
動
習
慣
な
ど
）

を
説
明
で
き
る
よ
う
に
、
あ
ら
か

じ
め
整
理
し
て
お
く
と
よ
い
で
し

ょ
う
。
骨
粗
し
ょ
う
症
の
検
査
結

果
に
も
と
づ
く
診
断
に
は
、
学
会

が
定
め
た
診
断
基
準
が
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

骨
粗
し
ょ
う
症
の
検
査
は
、
女

性
で
は
50
歳
く
ら
い
か
ら
骨
量
が

低
下
し
始
め
ま
す
の
で
、
閉
経
後

は
原
則
と
し
て
１
年
に
１
回
受
け

る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
１
年
間
に

３
％
以
上
の
骨
量
の
減
少
が
あ
る

と
き
に
は
、医
師
の
診
察
を
受
け
、

半
年
に
１
回
測
定
を
し
ま
す
。
こ

の
と
き
に
治
療
を
受
け
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

骨
量
は
20
代
か
ら
40
代
後
半
ま

で
は
あ
ま
り
変
化
を
し
な
い
た

め
、
で
き
れ
ば
そ
の
間
に
１
度
測

定
し
て
、
自
分
の
若
い
時
の
骨
量

を
知
っ
て
お
く
と
老
年
期
に
な
っ

て
か
ら
役
に
立
ち
ま
す
。
ま
た
、

40
～
70
歳
（
５
歳
刻
み
）
の
女
性

を
対
象
に
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

男
性
は
長
い
間
寝
た
き
り
だ
っ

た
と
か
、
胃
腸
、
腎
臓
障
害
な
ど

が
な
け
れ
ば
、
70
代
ま
で
は
測
定

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

男
女
と
も
70
代
以
降
は
２
年
お

き
く
ら
い
に
測
定
す
る
の
が
望
ま

し
い
で
し
ょ
う
。

◆
お
知
ら
せ

　

ぴ
っ
ぷ
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
消

化
器
（
胃
・
大
腸
）
痔
・
乳
が
ん
・

腹
腔
鏡
下
胆
の
う
摘
出
術
等
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
土
曜
日
（
月
２
回
）、

旭
川
医
大
の
医
師
が
診
療
を
し
て

い
ま
す
。

　
町
立
ぴ
っ
ぷ
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

加
藤
一
哉

◆問い合わせ◆役場産業振興課商工労働係　☎８５‐４８０６

号を聞くこともありません。絶対に暗証番号を教えな
いようにしましょう。
●少しでもあやしいと思ったら、駐在所や近くの消費
生活センターなどにご相談ください。（消費者ホット
ライン１８８）

～誘いに乗らない、申し込まないことが肝心～

●消費者ホットライン　　☎０
ゼロゴーナナゼロ

５７０- ０
守ろうよ

６４- ３
みんなを

７０

●旭川市消費生活センター☎０１６６- ２２- ８２２８

すぐに消費生活センターに相談しましょう

◇◆被害事例◆◇
　数日前、デパートの社員を名乗る電話があり、「あ
なたのクレジットカードで８万円のバックを買いに来
ている人がいる。身に覚えがなければ販売を中止する
ので、銀行の業界団体へ電話するように」といわれた。
　教えられた番号に電話をかけると、「キャッシュ
カードの暗証番号を変えないといけない。一番良いの
は今の暗証番号を逆の順番にすること」といわれ、い
つの間にか暗証番号を教えてしまっていた。念のため
にデパートへ確認の電話をしたところ、だまされたこ
とがわかった。　　　　　　　　　　　（80代・女性）

◆◇消費者へのアドバイス◇◆
●百貨店が直接顧客に対し「店頭であなたのカードが
別の人に利用されている」などと電話することはあり
ません。このような電話があったらすぐに切りましょ
う。心配な場合は、百貨店に直接確認してください。
●銀行の業界団体などの金融関係者が、電話で暗証番

百貨店を名乗る

不審な電話に気をつけて！
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まちの話題や情報など、身近なニュースを広報係にお知らせください。

◆　
　

◆　
　

◆

▼
比
布
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と

町
交
通
安
全
協
会
が
、
国
道
40

号
で
秋
の
交
通
安
全
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
。
運
転
者
に
安

全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

10.5
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が

交
通
安
全
を
呼
び
掛
け
る

▼
町
教
委
が
ヨ
ー
ヨ
ー
教
室
を

開
催
。
今
年
６
月
に
全
国
大
会

で
入
賞
し
た
秋
葉
主
事
が
講
師

と
な
り
、
ヨ
ー
ヨ
ー
の
持
ち
方

や
遊
び
方
を
指
導
し
ま
し
た
。

◆　
　

◆　
　

◆

▼
子
育
て
中
の
保
護
者
を
対
象

に
ヨ
ガ
教
室
を
開
催
。
ヨ
ガ
の

ポ
ー
ズ
で
、
全
身
が
リ
ラ
ッ
ク

ス
。
心
が
ゆ
っ
た
り
と
落
ち
着

き
、リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
た
。

10.7
ヨ
ガ
で
リ
ラ
ッ
ク
ス

す
く
す
く
子
育
て
講
座

▼
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
ぴ
っ
ぷ
で

な
な
か
ま
ど
杯
Ｐ
Ｇ
大
会
が
開

催
さ
れ
、
81
人
が
出
場
。
染
め

ゆ
く
木
々
の
葉
を
楽
し
み
な
が

ら
プ
レ
ー
を
し
て
い
ま
し
た
。

秋
を
楽
し
み
な
が
ら

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

9.30

▼
ぴ
っ
ぷ
ウ
ィ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
が
第
23
回
定
期
演
奏
会
を

開
催
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
ポ
ッ

プ
ス
ま
で
全
12
曲
を
演
奏
。
美

し
い
音
色
を
響
か
せ
ま
し
た
。

10.9
ぴ
っ
ぷ
ウ
ィ
ン
ド
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
定
期
演
奏
会

◆　
　

◆　
　

◆

▼
体
育
協
会
が
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
習
会
を
実
施
。

２
本
の
ポ
ー
ル
を
持
ち
、
全
身

の
筋
肉
を
効
率
よ
く
使
い
な
が

ら
歩
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

10.8
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
で
健
康
づ
く
り

◆　
　

◆　
　

◆

9.22
全
国
選
手
か
ら
学
ぶ

ヨ
ー
ヨ
ー
教
室

▼
子
ど
も
の
広
場
で
紅
葉
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
壁
画
を
制
作
。
子

ど
も
た
ち
は
、
大
き
な
木
の
台

紙
に
葉
っ
ぱ
の
形
に
切
り
抜
い

た
色
紙
を
は
り
つ
け
ま
し
た
。

10.14
子
ど
も
の
広
場
で

秋
の
壁
画
制
作

▼
比
布
中
で
避
難
訓
練
が
行
わ

れ
、生
徒
た
ち
は
冷
静
に
避
難
。

救
助
訓
練
体
験
で
は
、
消
防
隊

員
が
は
し
ご
や
ロ
ー
プ
な
ど
を

使
い
、安
全
に
救
助
し
ま
し
た
。

10.19
万
が
一
の
事
態
に
備
え

中
学
校
で
避
難
訓
練

◆　
　

◆　
　

◆

▼
第
29
回
比
布
町
長
旗
少
年
野

球
大
会
が
ぴ
っ
ぷ
球
場
な
ど
で

開
催
さ
れ
、５
チ
ー
ム
が
参
戦
。

比
布
野
球
少
年
団
も
出
場
し
、

全
力
プ
レ
ー
を
見
せ
ま
し
た
。

10.9
全
力
プ
レ
ー
を
み
せ
た

町
長
旗
少
年
野
球
大
会

◆　
　

◆　
　

◆

▼
子
ど
も
会
が
廃
品
回
収
を
実

施
。
各
家
庭
か
ら
出
さ
れ
た
古

新
聞
な
ど
を
回
収
し
、
集
積
場

に
運
び
込
み
ま
し
た
。
収
益
金

は
今
後
の
活
動
に
活
用
し
ま
す
。

10.16
み
な
さ
ん
の
協
力
に
感
謝

子
ど
も
会
廃
品
回
収
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小　田　石　子 さ
ん

（76 歳・21 区）

このコーナーは、生涯現役で活躍

している町内の高齢者を紹介しま

す。みなさんからのご紹介もお待

ちしていますので、役場総務企画

課広報係までご連絡ください。

９月 30 日、中央小学校の全校児童 147
人が同校裏の水田で稲刈りをしました。
収穫したのは、６月９日に植えたお米。
黄金色の穂を垂れ下げ、大きく育った
稲を見て、子どもたちは思わずにんま
り。田園交流推進会議をはじめ 17 人
のボランティアの指導の下、かまを使っ
て、一生懸命刈り取りました。

大
正
琴

音
色
が
つ
な
ぐ

仲
間
の
輪

■表紙のことば■

 

「
み
ん
な
と
一
緒
に
大
正
琴
を
演
奏
で
き
る
こ

と
が
一
番
の
楽
し
み
」
と
話
す
の
は
、
21
区
の

小
田
石
子
さ
ん
。
20
年
ほ
ど
前
、
知
人
の
勧
め

で
大
正
琴
を
始
め
ま
し
た
。

　

昔
か
ら
歌
謡
曲
が
好
き
で
、
音
楽
に
は
関
心

が
あ
っ
た
も
の
の
、「
ま
さ
か
自
分
が
大
正
琴

を
始
め
る
な
ん
て
…
」
と
小
田
さ
ん
。
始
め
て

間
も
な
く
、
蘭
留
琴
の
会
に
入
会
。
以
来
17
年

間
、
同
会
の
仲
間
た
ち
と
大
正
琴
を
弾
い
て
、

心
地
良
い
音
色
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

現
在
、
講
師
の
工
藤
澄
子
さ
ん
（
寿
町
）
の

熱
心
な
指
導
の
下
、
発
表
会
に
向
け
、
月
に
３

回
の
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

 

「
み
ん
な
弾
く
の
が
上
手
だ
か
ら
、
つ
い
て
く

の
に
必
死
な
の
」
と
謙
虚
に
話
す
小
田
さ
ん
。

練
習
中
も
終
始
に
こ
や
か
な
表
情
を
見
せ
な
が

ら
演
奏
し
、
失
敗
し
て
も
「
ご
め
ん
！ 

間
違
っ

ち
ゃ
っ
た
（
笑
）」
と
笑
顔
で
謝
る
姿
か
ら
小

田
さ
ん
の
明
る
い
人
柄
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

 

「
体
が
元
気
な
う
ち
は
、
琴
を
弾
い
て
い
た
い

の
。
こ
れ
か
ら
も
、
み
ん
な
に
た
く
さ
ん
お
世

話
に
な
り
な
が
ら
大
正
琴
を
続
け
て
い
き
た
い

わ
」
と
笑
顔
で
語
ら
れ
ま
し
た
。
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昭 和 15 年 生 ま れ、 福
島県伊達市梁川町出身。
20 歳のころ、比布に嫁

ぐ。定年まで日本道路株式会社旭
川作業所（北８線 13 号）に勤める。

練習に励む蘭留琴の会のみなさん


